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１．まえがき１．まえがき１．まえがき１．まえがき    
波形ウェブ橋梁の解析には，ウェブを無視したはり理論や３次元ＦＥＭ解析が用いられている．しかし，は

り要素による簡易な解析ができれば実用的な解析が可能となる．そこで本研究では，波形ウェブ橋梁の解析の

ためのはり要素を開発した． 
２．波形ウェブ橋梁の剛性マトリクス２．波形ウェブ橋梁の剛性マトリクス２．波形ウェブ橋梁の剛性マトリクス２．波形ウェブ橋梁の剛性マトリクス    
 波形ウェブ橋梁の剛性マトリクスは次のようになる． 

ここで，Kf:上下床版剛性マトリクス，Kw:波形ウェブ剛性マトリクス，K:波形ウェブ橋梁剛性マトリクスであ
る．変位場は Fig.1Fig.1Fig.1Fig.1に示すように仮定した． 

３．解析結果３．解析結果３．解析結果３．解析結果    
Fig.2Fig.2Fig.2Fig.2 に示す供試体の実験結果１），解析結果および３次

元 FEM解析の結果を Table.1Table.1Table.1Table.1に比較して示す． 
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Fig.1Fig.1Fig.1Fig.1 変位場 

たわみ（P=1314kN） L/2点(㎜) L/4点(㎜)
実験 2.7 1.7

3次元FEM解析 2.7 1.7
解析結果 2.85 1.73
解析結果

(鋼フランジ考慮)
はり理論 0.2 0.1

2.85 1.73

Table.1Table.1Table.1Table.1 たわみの比較 

2-FLG PL　180×19×4400(SM490YB)

8-RIB PL　90×22×1200(SM400A)

6-FB      50×6×1200(SS400)
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Fig.2Fig.2Fig.2Fig.2  解析モデル 
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表は荷重 P＝1314ｋNの時のＬ/2点（中央），Ｌ
/4 点のたわみである．表中のはり理論は，ウェブ
を無視した断面２次モーメントを用いて求めた値

である．表から，本解析結果と実験，３次元ＦＥ

Ｍ解析によるたわみはよく一致していることがわ

かる．はり理論によるたわみは，本解析の約 1/20
程度で大きな誤差がある．これは波形ウェブのせ

ん断変形の影響である．また，波形ウェブの鋼フ

ランジを上下床版に換算断面積として考慮して解

析を行ったが，たわみに違いはほとんどなく，波

形ウェブの鋼フランジの影響はほとんどないと考

えられる．Fig.3Fig.3Fig.3Fig.3に，Ｌ/2点（中央）の断面のひず
み分布を示す．図から，本解析結果と実験および

３次元ＦＥＭ解析を比較すると若干誤差が認められるが，よく似た分布が得られていることがわかる．また，

はり理論では，実際のひずみ分布を表現できていないことがわかる． 
４．４径間連続梁の解析４．４径間連続梁の解析４．４径間連続梁の解析４．４径間連続梁の解析    
本解析手法を用いて，Fig.4Fig.4Fig.4Fig.4 に示す等分布荷重の作用した 4 径間連続梁を用いて解析した．Fig.5Fig.5Fig.5Fig.5 に桁の断
面を示す． 
 
    
    
    
    

Fig.6Fig.6Fig.6Fig.6 に，4 径間連続梁の本解析結果とはり理論によるたわみ曲線を比較して示す．本解析では，はり要素
を用いているので，この種の問題を容易に解析できる．また，本解析結果とはり理論によるたわみを比較する

と，はり理論よりも大きなたわみが得られた． 
５．あとがき５．あとがき５．あとがき５．あとがき    
１）１）１）１）    本解析結果は，既往の実験および３次元ＦＥＭ解析結果から得られたたわみ，ひずみ分布と比較すると，

よく一致しており，本解析手法は波形ウェブ橋梁の解析に有用である．ただし，ひずみ分布において誤差

が生じており，今後さらに検討が必要である． 
２）２）２）２）    本解析手法は，実橋梁のような多径間連続梁の解析も，短時間で容易に解析を行うことができ，実用的で

あるといえる． 
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Fig.Fig.Fig.Fig.3333    ひずみ分布    

Fig.4Fig.4Fig.4Fig.4    4径間連続梁    

Fig.5Fig.5Fig.5Fig.5    桁の断面    

Fig.6Fig.6Fig.6Fig.6    4径間連続梁 たわみ曲線    
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